
鞭
號
、
擢
燃
，
奉
天
聖
書
館
薫
課
し
第
猟
…
湧
）
を
糧
に
…
阻
ひ
、
こ
の
潔
流
記
に
肥

し
て
の
隠
れ
毒
な
い
継
…
威
で
あ
っ
た
り
さ
う
し
て
　
、
後
記
漏
に
よ
れ
ば
、
著
者

の
そ
の
後
の
研
究
の
外
に
、
故
内
藤
博
激
が
こ
れ
が
醜
類
を
微
，
馴
す
べ
く
蒐

集
せ
ら
れ
て
る
た
關
係
無
料
の
貸
爽
を
受
け
て
、
こ
れ
ら
を
綜
弔
し
て
今
回

の
太
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
「
縫
韓
縦
漉
記
篇
に
闘
す
る
碑
究
の
一
回
…

の
大
品
脚
と
云
っ
て
卜
い
で
あ
ら
う
。

　
こ
の
勲
ぼ
の
本
論
は
、
章
を
”
分
つ
こ
と
流
、
第
気
団
は
「
層
理
記
の
醜
…
題
」
で

あ
り
、
　
つ
や
く
第
一
一
一
流
章
は
、
　
そ
れ
ぞ
れ
、
　
「
継
蝋
國
渦
流
の
顯
末
篇
、

職
燕
駅
生
知
の
一
年
｝
…
、
「
漂
流
入
爵
逸
寵
」
、
「
濃
流
人
の
日
末
生
蓬
」
と
題
さ

れ
た
、
漂
流
記
の
内
容
め
武
雄
で
あ
る
。
著
漕
の
こ
と
ば
を
借
…
り
れ
ば
、
「
從

面
こ
の
漂
濠
記
の
・
…
：
記
濾
に
封
ず
る
縫
爾
の
三
二
ほ
明
確
を
峡
き
、
果
し

て
ど
の
程
貰
ま
で
信
望
す
べ
き
も
の
か
、
・
諸
学
見
當
が
つ
か
ず
、
傘
錦
帯
疑

の
閤
に
鷺
か
れ
て
る
た
“
こ
れ
に
厳
し
て
大
幾
の
解
答
を
輿
へ
…
切
の
輕
愚

を
分
明
な
ら
し
め
た
鵜
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
漂
流
記
の
記
箏
を
ぱ
、
支

郵
・
朝
鮮
側
の
　
　
特
に
、
三
富
、
か
っ
詐
礪
な
る
胡
鮮
側
の
　
　
諸
史
料

と
を
嶽
細
に
勤
比
橡
噂
し
た
馬
の
で
、
三
豊
崇
引
見
の
・
輿
料
も
多
く
暴
げ
一
5

れ
、
減
た
、
先
人
と
直
な
つ
た
見
解
郵
含
蜜
れ
て
る
る
。

　
附
嫁
と
し
て
、
　
一
、
石
聾
．
本
鍵
歯
潔
流
記
　
瓢
、
蠣
監
物
藷
ハ
魅
黛
一
臨
）

…
嵩
、
犠
韓
藷
・
支
騨
語
各
三
水
異
簡
表
が
あ
る
ゆ
（
一
）
の
も
の
は
、
漂
流
記

の
本
文
で
あ
っ
て
、
石
井
旗
一
一
蕾
閥
文
庫
二
一
流
奇
談
集
瓢
所
敗
の
も
の
）
を

廠
本
と
し
て
、
こ
れ
に
異
本
の
字
旬
を
総
つ
た
も
の
、
ハ
ニ
）
の
も
の
ほ
、
こ

φ
漂
瀦
記
の
．
内
容
を
と
り
入
れ
た
、
宕
の
題
の
麹
き
、
寛
懇
年
臨
調
版
の
讃

み
塞
小
誌
で
あ
．
る
蜷
ハ
鷺
）
の
亀
の
ほ
、
鎮
流
記
の
後
影
に
、
澤
山
の
鞍
輯
ハ
灘

洲
）
繕
と
北
京
語
と
を
の
せ
て
る
て
、
こ
れ
が
か
な
り
蕉
し
い
獲
・
菅
を
侮
へ

て
る
る
こ
と
が
、
か
れ
て
か
ら
注
意
せ
ら
れ
て
る
た
こ
と
な
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
の
一
々
に
赦
し
い
か
乎
を
の
め
て
た
甥
酒
肥
択
で
購
め
る
。
ψ
者
渚
の
比
礒
は
大
罪
臨

毒
し
い
と
患
ふ
が
、
　
ご
一
販
に
つ
い
た
承
の
を
摯
げ
た
い
Q
鑓
繍
．
語
の
内
、

「
朋
H
」
を
讐
チ
マ
ご
と
い
ふ
の
は
、
窪
碁
囲
鐸
を
鳴
し
た
も
め
で
あ
ら
う

し
、
「
絡
駝
」
を
〔
ト
モ
疑
と
い
ふ
の
は
憲
ご
窪
を
満
し
た
も
の
で
あ
．
ら
う
。

宏
た
支
郷
厩
…
の
内
、
一
、
輔
」
を
「
ソ
ウ
シ
」
と
い
ふ
の
は
皐
起
お
鋤
0
9
識
を
鋸

し
た
も
の
と
思
ほ
れ
る
。

　
以
上
が
釣
書
の
大
概
で
あ
る
。
著
濟
の
第
…
著
顎
縫
蝦
漢
駄
頓
記
に
就
て
の

碑
究
「
」
民
営
、
今
H
褒
で
す
で
に
十
年
に
近
い
⇔
こ
の
燭
献
燈
の
諸
墨
者
の
研

究
も
あ
っ
た
と
は
云
へ
、
こ
の
鑑
識
記
に
齢
す
る
研
究
を
こ
・
ま
で
継
め
た

著
鱗
の
多
年
の
轡
型
露
に
．
厚
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
（
菊
劃
、
黒
二

八
頁
、
康
穏
六
年
七
葺
、
南
離
洲
畿
勲
爵
式
禽
縫
戴
勅
許
燐
庶
務
課
獲
行
）

〔
藤
紋
晃
）

バ
學
駆
騒
ア
及
び
印
魔
に
舩
け
悉
無
艦
入
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パ
ク
ト
リ
ア
ほ
、
ア
レ
艶
サ
ソ
ダ
…
大
帝
の
東
鶴
の
織
果
と
し
て
、
ヘ
レ

ニ
ズ
（
的
文
化
に
光
．
鮫
せ
ら
る
x
や
う
に
な
っ
た
か
、
こ
の
バ
ク
ト
リ
ア
に
・

於
廓
匂
る
ヘ
レ
畝
ズ
（
の
膨
評
醗
酵
…
、
蝋
凱
に
蕊
ハ
の
燐
～
に
櫨
艦
無
蔽
せ
ら
’
れ
臥
簡
た
払
り
し
、
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介
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九
〇

パ
ビ
貸
ユ
ア
、
イ
ラ
ー
ソ
、
及
び
、
印
度
の
談
文
化
の
融
話
せ
る
塞
礎
の
土

に
、
薪
た
に
立
ち
占
瓦
る
希
花
山
又
化
で
あ
っ
た
。
パ
ク
ト
》
ア
の
山
又
化
の
ヘ
レ

鳥
ズ
ム
的
交
化
鰯
内
に
於
け
る
意
義
の
重
要
性
も
特
殊
性
も
、
常
に
、
斯
…
か

る
槻
黙
に
於
い
て
、
疋
田
の
愛
帯
酸
性
を
財
陥
る
が
、
パ
ク
ト
リ
ア
が
、
団
蚊
治
史
的

に
、
パ
ク
ト
リ
ア
王
國
と
し
て
、
古
代
祉
會
に
愚
現
し
た
る
理
・
田
は
、
セ
リ

ウ
シ
ツ
ド
薫
朝
史
の
聯
關
に
於
い
て
理
解
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
著
者

は
、
パ
ク
ト
リ
ア
王
國
の
ユ
ー
テ
ド
ミ
ド
（
両
葺
7
曳
山
⑦
鑓
冠
切
）
薫
朝
史
を
、

從
楽
行
は
れ
て
る
る
一
か
．
姐
く
、
ヘ
レ
孤
ス
チ
ッ
ク
の
全
量
的
歴
巾
入
よ
り
除
外

す
る
こ
と
の
不
常
を
主
張
し
て
み
る
と
岡
時
に
、
即
度
に
於
け
る
誘
膿
入
の

活
動
が
、
常
に
、
印
度
史
の
一
部
と
し
て
の
み
取
扱
は
れ
て
る
る
の
は
、
無

意
昧
で
あ
る
と
隔
じ
、
金
ヘ
レ
轟
ズ
ム
の
旧
史
の
上
よ
り
回
る
可
き
こ
と
を

主
張
し
て
み
る
。

　
本
書
は
、
叉
、
　
こ
の
種
の
研
究
に
は
鯵
だ
貴
重
な
る
醐
片
的
資
料
を
用

ひ
て
、
深
き
批
判
的
考
察
の
下
に
、
歪
騰
的
概
念
の
蕉
鵠
を
得
ん
こ
と
を
期

し
て
贋
る
が
、
特
に
、
本
論
で
あ
る
第
慧
編
の
東
方
イ
ラ
ー
ソ
及
び
北
部
印

度
に
於
け
る
希
三
人
の
支
配
を
論
ず
る
以
雨
に
、
第
…
編
に
、
セ
リ
ウ
シ
ツ

ド
王
朝
に
於
け
る
駄
會
繋
属
現
象
を
、
本
論
の
背
影
と
し
て
詳
述
し
、
こ
れ

に
撫
っ
て
、
東
方
に
活
動
せ
る
希
鐡
人
及
び
希
臓
文
化
の
聯
絡
を
限
題
せ
ん

と
試
み
て
み
る
顯
は
、
著
悲
の
用
意
の
偲
到
な
る
を
思
は
し
め
る
。
叉
、
パ

ク
ト
リ
ア
王
調
川
の
騨
歴
史
の
勲
業
過
程
は
、
全
く
璽
…
方
に
於
け
る
マ
ケ
ド
ニ
ア

の
歴
史
の
再
現
で
あ
る
と
見
、
唯
、
ユ
ー
テ
ド
ム
ス
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

大
帝
程
の
成
功
を
説
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
の
統
治
は
地
主
と
の
和
解

と
協
力
と
に
成
功
し
た
。
既
の
事
・
實
は
、
實
際
は
、
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
大
帝

自
身
が
、
晩
年
、
波
期
の
統
治
に
苦
し
み
、
土
民
と
の
協
調
に
よ
り
て
、
具

幣…

I
に
は
漁
蕨
イ
ラ
r
ソ
的
國
家
の
劔
建
に
よ
り
て
、
唯
一
の
騨
愚
策
と
し

た
の
と
勅
を
一
に
ナ
る
わ
け
で
あ
る
○

　
附
録
と
し
て
、
二
六
の
東
洋
史
的
問
題
を
取
扱
ひ
、
貨
幣
の
標
本
、
其
の

他
、
塊
圓
鷺
葉
を
も
添
加
し
て
、
並
置
衷
に
硬
釜
を
輿
へ
て
る
る
。
　
〔
足
利

檸
氏
〕

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
哲
學

バ
　
ル
ミ
エ
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著
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ω
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鍼
℃
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O
O
Φ
ω
匂
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．

近
代
的
反
動
患
想
と
し
て
の
ソ
ア
シ
ズ
ム
は
今
や
禦
一
目
ッ
バ
の
歪
分
野

に
出
現
し
、
反
動
の
歴
史
に
新
な
段
階
を
も
た
ら
し
た
。

　
こ
の
嵐
動
勢
動
は
一
蓮
の
企
帯
説
義
無
論
群
を
形
威
し
、
英
佛
を
中
心
と

す
る
鱗
的
な
民
密
・
王
義
鞘
寄
と
の
間
に
尖
鋭
な
封
立
抗
併
を
魅
き
溢
し
て

み
る
。

　
英
佛
に
劣
ら
ず
高
度
に
学
説
し
た
資
本
鑑
義
を
も
ち
、
政
治
磯
構
…
に
於
て

も
民
主
政
治
を
樹
立
し
て
み
た
伊
、
揚
が
之
等
一
切
の
近
世
的
要
素
を
緋
除

し
て
皐
く
も
フ
ァ
シ
ス
ト
的
攻
勢
に
縛
化
し
た
そ
の
腿
史
的
要
因
に
つ
い
て

は
≧
Φ
雲
斗
費
ω
昏
琴
営
に
依
っ
て
一
落
解
決
せ
ら
れ
て
み
る
。
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